
【単元テスト・小テストの実施】

　

・保護者アンケートの「学習指導」の
項目において、肯定的な回答をす
る保護者の割合が８０％以上

〇補充学習の充実・・・テスト前の補充学習の方法の工夫や、個別の質問などをしやすい環境づくりを心掛ける。
〇朝自習の活用・・・朝自習の時間に「天声人語」の視写を取り入れ、時事力や集中力、読解力・語彙力、表現力や構成力を総合的に高める。
　　　　　　　 　　　　　授業と関連付け、計画的に各教科の単元テスト・小テストを実施する。
〇家庭学習の充実・・・授業進度・理解度に応じた課題を設定する。また、週末には週末課題を配布し、繰り返し学習を行うことで定着を図る。

【授業改善以外の学力向上の取組】

学力に関する達成指標

・王子中学習スタイルを浸透させた１時間完結型の授業と、家庭学習をリンクさせた学習を仕組んでいくことで、生徒が意欲的に授
業に参加し、２極化解消のための基礎基本はもとより、活用力を身に付けたと実感できるようにする。→「学力が定着する実感があ
る」・・・９０％以上
・定期テストにおける正答率３０％以内の生徒の割合が１０％以内
・定期テスト・学力テスト等における記述式問題における無回答者の割合１０％未満かつ正答者の割合８０％以上

〈検証指標〉 〈検証指標〉

・学校評価アンケート「小テストや単
元テストで、学力が定着する実感が
ある」生徒が８５％以上
・家庭学習ができている８５％以上

・学校評価アンケート「授業中に自
分の思いや考えを伝えることができ
ている」生徒８０％以上

今後の
具体的
な取組

〈取組内容〉 〈取組内容〉 〈家庭・地域の取組内容〉
【単元テスト・小テストの実施】
予習や復習、練習のための確認テスト（小テ
スト）や単元末テストを計画的に各教科で実
施し、また授業の最後に振り返りシートを活用
して学力の向上と定着を図る。

【相談しやすい環境づくり】
計画的に話し合い活動を組み込
み、学び合いで課題を解決する場
を保証する。

①毎時間、授業の前後、またはどちらか
で確認（小）テストを、授業の最後には振
り返りの時間を確保する。
②学年の取り組み状況を学習担当を中
心に全体で記録・把握する。また学期ご
とにアンケートを実施する。

【別紙様式１】

学力状況について 学習状況について

大分市立王子中学校　学力向上プラン１（９月）

学校教育
目標

「自主」「協働」「創造」の理念を身に付けた生徒の育成

育成を目指す
資質・能力

問題発見・解決能力、協働性、学んだことを活用する力

児童
生徒
の

課題

指導
の

状況

授業で「今日の学習」をはじめとする４枚のプレートと、ユニバーサルデザインを意識した「本時の流れ」を活用し、思考の整
理ができる授業展開を目指す。教職員アンケート「授業のめあて」「ふりかえり」を明示するなど、分かる授業の工夫をしてい
る。・・・９７％

２ その他の学力向上に向けた指導の取組状況

・家庭学習の習慣を身に付けさせるために、自学ノートの取り組みに月別学習表を配付する。また、教科ごとの貼り付けプリ
ントで復習に取り組むページと生徒自身が考えて取り組むページに分けて行う。・・・実施率各学年１００％
・授業の始まりや朝自習を活用し、計画的に小テストや単元テストを行う。

１ 組織的な授業改善の取組状況

　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
各種調査において、知識・活用共に概ね全国・大分県平均を上回っている。学年が下
がるにつれて問題順に正答率が下がる傾向から、時間配分等を指導することも必要。基
本的な知識や計算等は高い正答率である一方、考察したり関連づけたりするものや、説
明・記述する場面での誤答や無回答が目立った。問題を正しく理解していないための誤
答も見られた。

　　　　各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
【R3年全国学力・学習状況調査より】
授業時間外での家庭や塾等での学習時間は全国平均を大きく上回っている。また、課
題解決への意識や意欲、話合い活動等も積極的に行っているとの回答が平均以上。
ICT機器等の活用状況では、大きく平均を下回っている。

これまでの学力向上の取組に対する児童生徒の状況(授業及び授業以外の側面から）
・家庭学習ができている・・・８０％
・小テストや単元テストで、学力が定着する実感がある・・・７８％
・テスト前の補充学習や、個別の指導などで先生に教えてもらうことがある・・・５３％
・授業中に自分の思いや考えを伝えることができている・・・６９％

〈家庭・地域の検証指標〉

小中連携の学習スタイルを共通理解し、構築
していく。また、オープンスクールの実施や学
校評議員会を定期的に行うことで、地域との
協働を図っていく。※感染症の状況を見なが
ら可能な範囲で行う。

〈取組指標〉 〈取組指標〉 〈家庭・地域の取組指標〉

【家庭・地域との協働】

〈授業改善のテーマ・重点〉
・「王中学習スタイル」の授業に、自分の考えを持ったりお互いの考えを共有したりする
活動を組み込み、学び合うことを通して、課題が解決できる授業展開の工夫と改善
・授業スタイルの徹底と、家庭学習をリンクさせた学習を計画的に組み込み、自他ともに
適切に評価できる場の設定

【授業改善】

①各教科で、授業中１回以上、考えたり
話し合ったりする時間を設ける。
②学期末に実施率についてのアンケー
トを取り、結果を還元することで授業改
善につなげる。

小中合同研修会　年間２回
学力向上会議　　 年間２回
学校評議員会　　 年間３回
※感染症の影響を考え、実施を検
討していく。
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